
    

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本日本日本日本 アメリカアメリカアメリカアメリカ フランスフランスフランスフランス イギリスイギリスイギリスイギリス ドイツドイツドイツドイツ 韓国韓国韓国韓国

図１．昨今の世界各国の食料廃棄物の年間排出量と国民一人あたりの排出量の比較

５５４０５５４０５５４０５５４０万万万万トントントントン    
((((国民国民国民国民１１１１人人人人１７９１７９１７９１７９kg)kg)kg)kg)    

 

年間排出量：約１７０４万トン 
国民 1 人・年間 134kg

 
    
    

＋  
    

    

世界全体の食料ゴミは年間 約１３億トン。 
世界人口は７４億人で毎年８千万人増加。 

１７０４１７０４１７０４１７０４万万万万トントントントン    
((((国民国民国民国民１１１１人人人人１３４１３４１３４１３４kgkgkgkg))))    

２２１０２２１０２２１０２２１０万万万万トントントントン    
((((国民国民国民国民１１１１人人人人３５２３５２３５２３５２kgkgkgkg))))    １４００１４００１４００１４００万万万万トントントントン    

((((国民国民国民国民１１１１人人人人２２５２２５２２５２２５kgkgkgkg))))    
１１００１１００１１００１１００万万万万トントントントン    

((((国民国民国民国民１１１１人人人人１３５１３５１３５１３５kgkgkgkg))))    

日本の食料廃棄物の年間排出量 

４９０４９０４９０４９０万万万万トントントントン    
((((国民国民国民国民１１１１人人人人１００１００１００１００kg)kg)kg)kg)    

食品関連事業者等からの年間排出量 

約８１９万トン 

 

 
 

    
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    
    

● ● ● ● 世界世界世界世界ではではではでは約約約約８８８８億人億人億人億人がががが飢餓飢餓飢餓飢餓にににに苦苦苦苦ししししんでいるんでいるんでいるんでいる一方一方一方一方、、、、年間年間年間年間にににに約約約約１３１３１３１３億億億億トンもトンもトンもトンも食料食料食料食料がががが廃棄廃棄廃棄廃棄されていされていされていされているるるる。。。。    

更更更更にににに、、、、世界人口世界人口世界人口世界人口はははは年間年間年間年間８８８８千千千千万万万万人人人人のペースでのペースでのペースでのペースで増加増加増加増加しししし、、、、発展途上国発展途上国発展途上国発展途上国でもでもでもでも経済発展経済発展経済発展経済発展とととと生活向上生活向上生活向上生活向上でででで一一一一

人人人人あたりのあたりのあたりのあたりの摂取摂取摂取摂取カロリーカロリーカロリーカロリーがががが上昇上昇上昇上昇しておりしておりしておりしており、、、、食料食料食料食料のののの需要需要需要需要とととと供給供給供給供給のミスマッチのミスマッチのミスマッチのミスマッチがががが益々益々益々益々大大大大きくきくきくきくなっているなっているなっているなっている。。。。    

●●●●    食料廃棄物食料廃棄物食料廃棄物食料廃棄物とはゴミとはゴミとはゴミとはゴミとしてとしてとしてとして出出出出されるされるされるされる食品食品食品食品をををを指指指指しししし、、、、食品関連事業者食品関連事業者食品関連事業者食品関連事業者とととと一般家庭一般家庭一般家庭一般家庭からからからから出出出出されているされているされているされている。。。。

事業者事業者事業者事業者でででではははは売売売売れれれれ残残残残りりりりやややや期限切期限切期限切期限切れれれれ、、、、商品商品商品商品のののの規格変更規格変更規格変更規格変更などのなどのなどのなどの理由理由理由理由でででで、、、、家庭家庭家庭家庭ではではではでは食品食品食品食品のののの買買買買いいいいすぎすぎすぎすぎ、、、、

食食食食べべべべ忘忘忘忘れれれれ、、、、料理料理料理料理のののの作作作作りりりりすぎなどのすぎなどのすぎなどのすぎなどの理由理由理由理由でででで、、、、食品食品食品食品をををを廃棄廃棄廃棄廃棄しているしているしているしている。。。。    

● ● ● ● 日本日本日本日本はははは国内国内国内国内でででで年間年間年間年間にににに１１１１億億億億トンのトンのトンのトンの食料食料食料食料をををを消費消費消費消費しておりしておりしておりしており、、、、そのそのそのその内内内内約約約約５２００５２００５２００５２００万万万万トントントントン以上以上以上以上をををを輸入輸入輸入輸入にににに頼頼頼頼りりりり、、、、

約約約約１７０１７０１７０１７０４４４４万万万万トンのトンのトンのトンの食料食料食料食料をををを廃棄廃棄廃棄廃棄してしてしてしているいるいるいる。。。。国民国民国民国民１１１１人当人当人当人当たりでたりでたりでたりで換算換算換算換算するとするとするとすると、、、、年間年間年間年間約約約約７８８７８８７８８７８８kgkgkgkg のののの食料食料食料食料をををを消消消消

費費費費しししし、、、、そのそのそのその内内内内約約約約４１０４１０４１０４１０kgkgkgkg 以上以上以上以上がががが輸入輸入輸入輸入でででで占占占占められめられめられめられ、、、、約約約約１３４１３４１３４１３４kgkgkgkg をををを廃棄廃棄廃棄廃棄しているしているしているしていることになることになることになることになる。。。。特特特特にににに、、、、食食食食

べられるべられるべられるべられるのにのにのにのに廃棄廃棄廃棄廃棄されるされるされるされる『『『『食品食品食品食品ロスロスロスロス』』』』がががが６４６４６４６４２２２２万万万万トントントントン（（（（国民国民国民国民１１１１人人人人当当当当たりたりたりたり約約約約５５５５００００kgkgkgkg））））にもにもにもにも達達達達してしてしてしているいるいるいる。。。。    

食料食料食料食料をををを６６６６割割割割もももも輸入輸入輸入輸入にににに頼頼頼頼るるるる我我我我がががが国国国国ににににとってとってとってとってはははは、、、、極極極極めてめてめてめて大大大大きなきなきなきな経済的損失経済的損失経済的損失経済的損失、、、、道徳的問題道徳的問題道徳的問題道徳的問題でもあるでもあるでもあるでもある。。。。    
    

    図２．日本の食料廃棄物の廃棄量と処理方法（農林水産省と環境省による最新統計） 

    

    

    

    
    

    

    
    
    

    

 

国政報告第２４９号

ごごごご相談相談相談相談やごやごやごやご意見意見意見意見、、、、ごごごご要望要望要望要望のあるのあるのあるのある方方方方

はおはおはおはお気軽気軽気軽気軽にごにごにごにご連絡連絡連絡連絡くださいくださいくださいください    
自 由 民 主 党

日本の食べられる食品廃棄は年間国民一人５０kg 

衆議院議員田中田中田中田中 かずのり 

一般家庭からの年間排出量 

約８８５万トン 
国民 1 人・年間 70kg 

平成平成平成平成 22228888 年年年年 4444 月月月月 12121212 日日日日    Ｐ１Ｐ１Ｐ１Ｐ１（（（（裏面裏面裏面裏面にににに続続続続くくくく））））    

    

世界の９人に１人、約８億人が飢餓人口。しかし世界の食料生産の３分の１、約１３億トンが 
廃棄されている。日本は食料の６割を輸入、食料廃棄物の削減は最重要課題。 

衆議院議員田中和德事務所 
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ３ － ３ ５ ０ ８ － ７ ２ ９Ｔ Ｅ Ｌ ０ ３ － ３ ５ ０ ８ － ７ ２ ９Ｔ Ｅ Ｌ ０ ３ － ３ ５ ０ ８ － ７ ２ ９Ｔ Ｅ Ｌ ０ ３ － ３ ５ ０ ８ － ７ ２ ９ ４４４４
Ｆ Ａ Ｘ ０ ３ － ３ ５ ０ ８ － ３ ５ ０Ｆ Ａ Ｘ ０ ３ － ３ ５ ０ ８ － ３ ５ ０Ｆ Ａ Ｘ ０ ３ － ３ ５ ０ ８ － ３ ５ ０Ｆ Ａ Ｘ ０ ３ － ３ ５ ０ ８ － ３ ５ ０ ４４４４    

http://www.kamome.or.jp/k-tanaka 
E-mail:k-tanaka@kamome.or.jp    

 

年間約５ ４ ９ 万トン 
●●●●家畜向家畜向家畜向家畜向けけけけ飼料飼料飼料飼料やややや肥料肥料肥料肥料としてのとしてのとしてのとしての活用活用活用活用    

●●●●処理施設処理施設処理施設処理施設ででででメタンメタンメタンメタン燃料燃料燃料燃料へのへのへのへの転換転換転換転換    

１．もったいない！食料廃棄物に関する現状 

再生利用・バイオ燃料への転換など 

 

年間約１ １ ５ ５ 万トン 
このこのこのこの内内内内、、、、食食食食べられるのにべられるのにべられるのにべられるのに廃棄廃棄廃棄廃棄しているしているしているしている    

『食品ロス』が約６４２万トン 

国民１人・年間５０kg 

焼却・埋め立て処理 

図１．昨今の世界各国の食料廃棄物の年間排出量と国民一人あたりの排出量の比較 



    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    
    

● ● ● ● 食料廃棄物食料廃棄物食料廃棄物食料廃棄物はははは焼却焼却焼却焼却すればすればすればすれば大量大量大量大量ののののＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２やややや廃廃廃廃ガスをガスをガスをガスを排出排出排出排出してしてしてして大気大気大気大気をををを汚染汚染汚染汚染しししし、、、、埋埋埋埋めめめめ立立立立てればてればてればてれば土壌土壌土壌土壌

汚染汚染汚染汚染のののの原因原因原因原因になるなどになるなどになるなどになるなど、、、、飢餓飢餓飢餓飢餓やややや経済面経済面経済面経済面だけでなくだけでなくだけでなくだけでなく環境環境環境環境保護保護保護保護のののの点点点点ででででもももも悪影響悪影響悪影響悪影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼしているているているている。。。。     

● ● ● ● 日本日本日本日本でででではははは、、、、以下以下以下以下ののののようなようなようなような要因要因要因要因でででで食料廃棄物食料廃棄物食料廃棄物食料廃棄物のののの削減削減削減削減がががが進進進進んでんでんでんでいいいいないないないない。。。。    
    
 

 図３．日本の食品関連事業者の主な問題点 

    

    

    

    

    

    
    

    

    
    

    

    

    

図４．日本の一般家庭の主な問題点 

    

    

    

    

    

    

    

    

    
    

● ● ● ● 現在現在現在現在、、、、世界各国世界各国世界各国世界各国でででで食料廃棄食料廃棄食料廃棄食料廃棄物物物物とととと食品食品食品食品ロスロスロスロスのののの削減削減削減削減にににに向向向向けたけたけたけた取取取取りりりり組組組組みみみみがががが進進進進められているめられているめられているめられている。。。。特特特特にににに発展発展発展発展

途上国途上国途上国途上国でのでのでのでの食品食品食品食品のののの流通流通流通流通やややや冷凍冷凍冷凍冷凍・・・・低温貯蔵技術低温貯蔵技術低温貯蔵技術低温貯蔵技術のののの向上向上向上向上がががが早急早急早急早急なななな課題課題課題課題となっているとなっているとなっているとなっている。。。。    

● ● ● ● 日本日本日本日本でもでもでもでも学校学校学校学校におけるにおけるにおけるにおける食食食食のののの教育教育教育教育のののの徹底徹底徹底徹底、、、、成人向成人向成人向成人向けのけのけのけの食料食料食料食料廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物にににに関関関関するするするする啓蒙活動啓蒙活動啓蒙活動啓蒙活動をををを行行行行っていっていっていってい

るるるる。。。。またまたまたまた、、、、２０００２０００２０００２０００年年年年のののの食品食品食品食品リサイクルリサイクルリサイクルリサイクル法法法法制定制定制定制定をををを皮切皮切皮切皮切りにりにりにりに、、、、関係省庁関係省庁関係省庁関係省庁がががが協力協力協力協力してしてしてして対策対策対策対策をををを進進進進めてめてめてめておりおりおりおり、、、、

２０１５２０１５２０１５２０１５年年年年７７７７月月月月、、、、食料廃棄物食料廃棄物食料廃棄物食料廃棄物のののの削減削減削減削減とととと再利用促進再利用促進再利用促進再利用促進にににに関関関関するするするする新新新新たなたなたなたな基本方針基本方針基本方針基本方針がががが策定策定策定策定されたされたされたされた。。。。    
    

 

消費期限と消費期限と消費期限と消費期限と
賞味期限賞味期限賞味期限賞味期限

消費期限は弁当など、『長期保存できない』食品を『安全に』食べられる期限。消費期限は弁当など、『長期保存できない』食品を『安全に』食べられる期限。消費期限は弁当など、『長期保存できない』食品を『安全に』食べられる期限。消費期限は弁当など、『長期保存できない』食品を『安全に』食べられる期限。
賞味期限は缶詰など、『長期保存できる』食品を『美味しく』食べられる期限。賞味期限は缶詰など、『長期保存できる』食品を『美味しく』食べられる期限。賞味期限は缶詰など、『長期保存できる』食品を『美味しく』食べられる期限。賞味期限は缶詰など、『長期保存できる』食品を『美味しく』食べられる期限。
賞味期限を過ぎてもすぐに食品の安全性に問題が起こるわけではないが、消費者賞味期限を過ぎてもすぐに食品の安全性に問題が起こるわけではないが、消費者賞味期限を過ぎてもすぐに食品の安全性に問題が起こるわけではないが、消費者賞味期限を過ぎてもすぐに食品の安全性に問題が起こるわけではないが、消費者
が混同して廃棄処分するケースが多い。が混同して廃棄処分するケースが多い。が混同して廃棄処分するケースが多い。が混同して廃棄処分するケースが多い。

買い過ぎ買い過ぎ買い過ぎ買い過ぎ
作り過ぎ作り過ぎ作り過ぎ作り過ぎ

一般家庭の生ゴミの約２割が手つかずの食品で、同じく約２割が料理の食べ残し一般家庭の生ゴミの約２割が手つかずの食品で、同じく約２割が料理の食べ残し一般家庭の生ゴミの約２割が手つかずの食品で、同じく約２割が料理の食べ残し一般家庭の生ゴミの約２割が手つかずの食品で、同じく約２割が料理の食べ残し
で占められている。つまり、買ってきた食品の約４割が無駄になっている。で占められている。つまり、買ってきた食品の約４割が無駄になっている。で占められている。つまり、買ってきた食品の約４割が無駄になっている。で占められている。つまり、買ってきた食品の約４割が無駄になっている。

鮮度への鮮度への鮮度への鮮度への
こだわりこだわりこだわりこだわり

日本では食品の鮮度を過剰に重視する傾向があり、こうした考え方は食の安全性日本では食品の鮮度を過剰に重視する傾向があり、こうした考え方は食の安全性日本では食品の鮮度を過剰に重視する傾向があり、こうした考え方は食の安全性日本では食品の鮮度を過剰に重視する傾向があり、こうした考え方は食の安全性
に寄与する反面、食品ロスを生み出す主原因ともなっている。に寄与する反面、食品ロスを生み出す主原因ともなっている。に寄与する反面、食品ロスを生み出す主原因ともなっている。に寄与する反面、食品ロスを生み出す主原因ともなっている。

 

３分の１３分の１３分の１３分の１
ルールルールルールルール

食品の製造日から賞味期限までを３等分し、最初の３分の１の期間中に小売店に食品の製造日から賞味期限までを３等分し、最初の３分の１の期間中に小売店に食品の製造日から賞味期限までを３等分し、最初の３分の１の期間中に小売店に食品の製造日から賞味期限までを３等分し、最初の３分の１の期間中に小売店に
陳列されなかったり、３分の２の期間内に消費者に売れなかった場合、各店舗が陳列されなかったり、３分の２の期間内に消費者に売れなかった場合、各店舗が陳列されなかったり、３分の２の期間内に消費者に売れなかった場合、各店舗が陳列されなかったり、３分の２の期間内に消費者に売れなかった場合、各店舗が
メーカーや卸売業者へ食品を返品したり、食品の受取りを拒む商習慣がある。メーカーや卸売業者へ食品を返品したり、食品の受取りを拒む商習慣がある。メーカーや卸売業者へ食品を返品したり、食品の受取りを拒む商習慣がある。メーカーや卸売業者へ食品を返品したり、食品の受取りを拒む商習慣がある。
賞味期限が６ヶ月の食品の場合、最初の２ヶ月でコンビニの店頭に並ばなかった賞味期限が６ヶ月の食品の場合、最初の２ヶ月でコンビニの店頭に並ばなかった賞味期限が６ヶ月の食品の場合、最初の２ヶ月でコンビニの店頭に並ばなかった賞味期限が６ヶ月の食品の場合、最初の２ヶ月でコンビニの店頭に並ばなかった
り、４ヶ月以内に消費者が買わなければ廃棄され、食品ロスになる。り、４ヶ月以内に消費者が買わなければ廃棄され、食品ロスになる。り、４ヶ月以内に消費者が買わなければ廃棄され、食品ロスになる。り、４ヶ月以内に消費者が買わなければ廃棄され、食品ロスになる。
イギリスやフランスなど海外では、小売の納品期限が日本より緩やかな国が多い。イギリスやフランスなど海外では、小売の納品期限が日本より緩やかな国が多い。イギリスやフランスなど海外では、小売の納品期限が日本より緩やかな国が多い。イギリスやフランスなど海外では、小売の納品期限が日本より緩やかな国が多い。

定番カット定番カット定番カット定番カット
食品食品食品食品

新食品が販売されたり、商品規格が変更されると、賞味期限内にも関わらず、食新食品が販売されたり、商品規格が変更されると、賞味期限内にも関わらず、食新食品が販売されたり、商品規格が変更されると、賞味期限内にも関わらず、食新食品が販売されたり、商品規格が変更されると、賞味期限内にも関わらず、食
べられる食品が一斉に店内から撤去され、廃棄処分される。べられる食品が一斉に店内から撤去され、廃棄処分される。べられる食品が一斉に店内から撤去され、廃棄処分される。べられる食品が一斉に店内から撤去され、廃棄処分される。

在庫余り在庫余り在庫余り在庫余り
メーカーや卸売業者が小売業者の要望に即座に応えられるよう、サービス面からメーカーや卸売業者が小売業者の要望に即座に応えられるよう、サービス面からメーカーや卸売業者が小売業者の要望に即座に応えられるよう、サービス面からメーカーや卸売業者が小売業者の要望に即座に応えられるよう、サービス面から
余分に在庫を確保し、売り切れずに食品を廃棄するケースが多い。余分に在庫を確保し、売り切れずに食品を廃棄するケースが多い。余分に在庫を確保し、売り切れずに食品を廃棄するケースが多い。余分に在庫を確保し、売り切れずに食品を廃棄するケースが多い。

持ち帰り持ち帰り持ち帰り持ち帰り
の禁止の禁止の禁止の禁止

飲食店やホテルでは客が要望していても、衛生上の理由から手つかずや食べ残し飲食店やホテルでは客が要望していても、衛生上の理由から手つかずや食べ残し飲食店やホテルでは客が要望していても、衛生上の理由から手つかずや食べ残し飲食店やホテルでは客が要望していても、衛生上の理由から手つかずや食べ残し
の料理を持ち帰ることを断るケースが多く、食べられる食品が廃棄されている。の料理を持ち帰ることを断るケースが多く、食べられる食品が廃棄されている。の料理を持ち帰ることを断るケースが多く、食べられる食品が廃棄されている。の料理を持ち帰ることを断るケースが多く、食べられる食品が廃棄されている。

３．日本の食品ロス削減に向けた教育と取り組み 

２．日本の食品ロス削減への課題 

Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２（（（（表面表面表面表面よりごよりごよりごよりご覧下覧下覧下覧下さいさいさいさい））））    平成平成平成平成 22228888 年年年年 4444 月月月月 11112222 日日日日    

日日日日    

    

①①①①返品返品返品返品やややや過剰在庫等過剰在庫等過剰在庫等過剰在庫等によるによるによるによる食品食品食品食品ロスロスロスロスはははは食品関連産業全体食品関連産業全体食品関連産業全体食品関連産業全体のののの問題問題問題問題であるためであるためであるためであるため、、、、メーカーメーカーメーカーメーカー、、、、卸売卸売卸売卸売、、、、

小売小売小売小売のののの各社各社各社各社によるによるによるによるワーキングチームをワーキングチームをワーキングチームをワーキングチームを設置設置設置設置しししし、、、、商習慣商習慣商習慣商習慣のののの改善改善改善改善についてについてについてについて検討検討検討検討してしてしてしているいるいるいる。。。。    

②②②②試験的試験的試験的試験的にににに『『『『３３３３分分分分のののの１１１１ルールルールルールルール』』』』をををを見直見直見直見直しししし、、、、納品期限納品期限納品期限納品期限をををを延長延長延長延長するするするするプロジェクトをプロジェクトをプロジェクトをプロジェクトを実施実施実施実施したところしたところしたところしたところ、、、、廃棄廃棄廃棄廃棄

物削減物削減物削減物削減にににに効果効果効果効果があがあがあがあっっっったたたたのでのでのでので、、、、小売各社小売各社小売各社小売各社にににに対対対対してしてしてして納入期限納入期限納入期限納入期限のののの延長延長延長延長をををを働働働働きかけてきかけてきかけてきかけていいいいるるるる。。。。    

③③③③食品食品食品食品事業者全体事業者全体事業者全体事業者全体でででで需要予測需要予測需要予測需要予測のののの精度精度精度精度向上向上向上向上をををを促促促促すとともにすとともにすとともにすとともに、、、、小売小売小売小売業者業者業者業者にににに対対対対してしてしてして売売売売りりりり切切切切りりりり促進促進促進促進キャキャキャキャ

ンペーンンペーンンペーンンペーンをををを推進推進推進推進しししし、、、、過剰在庫過剰在庫過剰在庫過剰在庫とととと売売売売れれれれ残残残残りのりのりのりの抑制抑制抑制抑制にににに努努努努めめめめているているているている。。。。    

④④④④関係関係関係関係６６６６省庁省庁省庁省庁のののの協力協力協力協力のののの下下下下、、、、国民運動国民運動国民運動国民運動『『『『NONONONO----FOODLOSSFOODLOSSFOODLOSSFOODLOSS プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト』』』』をををを展開展開展開展開しししし、、、、一般消費者一般消費者一般消費者一般消費者にににに食食食食

料廃棄物問題料廃棄物問題料廃棄物問題料廃棄物問題をををを広広広広くくくくＰＲＰＲＰＲＰＲししししてててて一般家庭一般家庭一般家庭一般家庭におけるにおけるにおけるにおける食品食品食品食品ロスのロスのロスのロスの抑制抑制抑制抑制をををを推進推進推進推進していしていしていしているるるる。。。。    

⑤⑤⑤⑤食肉加工業食肉加工業食肉加工業食肉加工業やややや水産水産水産水産加工加工加工加工業業業業、、、、製麺業製麺業製麺業製麺業などなどなどなど、、、、３１３１３１３１のののの業種業種業種業種のののの事業者事業者事業者事業者にににに対対対対するするするする努力義務努力義務努力義務努力義務としてとしてとしてとして、、、、廃棄廃棄廃棄廃棄

物物物物のののの発生率発生率発生率発生率にににに関関関関するするするする数値目標数値目標数値目標数値目標をををを課課課課しししし、、、、食料食料食料食料廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物のののの発生抑制発生抑制発生抑制発生抑制にににに努努努努めていめていめていめているるるる。。。。    

図図図図５．５．５．５．我が国の我が国の我が国の我が国の食品循環資源の再生利用等の促進に関する新たな基本方針食品循環資源の再生利用等の促進に関する新たな基本方針食品循環資源の再生利用等の促進に関する新たな基本方針食品循環資源の再生利用等の促進に関する新たな基本方針 


